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流星槻測入門（1）
Introduction　to　Meteoric　Observations．
小模孝二郎K．Komαki
　流星の観測法については，すでに天界誌上に故申村要氏，宇野幹事や筆者に
よって述べられたが，最近新しい槻測者も，績々輩出してみるので；新観測者
のために一文を草することにした．
　元來，流星の観測は，攣光星や黄道光の観測と同檬に，所謂職業天丈家以外
の捲号する襯測部門であって，從來の流星について得られた知識の殆んど全部
は，アマチュア天文観測家のなした槻測を：基としたものと云っても過言では塗
いであらう．現在一面に於て流星について，一流の天文家が陣頭に立って，肉
眼襯測の外，望遠鏡による槻測や鳥眞襯測を行ってみる献態も見うけられるが，
一一一・ﾊには多くの観測者を必要とする此の部門の立場から，各國とも，一般素人
の努力を要求してみると見てよV・．
　　第一・肉眼観偲
　最も一般的なものは肉限観測である乙とは云ふまでもない．他の望遠鏡や爲
眞による観測者も一度は通らなくてはならぬ過程である．
　原則として此の槻測に二つの方法がある．即ち，
　ユ．計歎槻測
　　2。　　言己　　垂象　　整見　　測
である．以下漸を追ふて読明する．
　A．配陣凱灘
　これは憎んで宇の如く．たf輩に流星の歎を教へることを目的とするもので
ある．卸ち，如何なる程度に流星の出現があったか，その度合を知る爲のもの
である．これは叉立場によって種々の場合が考へられるが，其の第一は，豊富
なる流星群の現れた場合か，豫め出現の豊富なるととが豫想される場合であっ
て，大艦は流星群内部の流星物質の密度を知る爲と，内部構造を窺ふためのも
のと老へてよい．通例は一人の槻測者がその観測者の肉限覗野に出現する流星
籔を，10分とか5分とか，或は特に出現の著しい時は1分間毎に歎へ且記録す
るのである．もっとも近い例としては，1933年士月9日夜ジヤコピコ彗星に關
聯する流星雨がヨ1ロツパ方面に突如出現して，一分間数百個も見られた事が
ある．八月のペルセウス流星群，十月のオリオシ流星群，・十二月の双子流星群
などにはこの：方法によって重要な研究資料を得られる．
234 流星観測入門 天界253
　第二には，全く統計的結果をねらって，太陽系内及び恒星系内に於ける流星
物質の分布や馬丁を知り，以て宇宙論の重要な資料とするものである．これに
はむしろ特殊な流星群の出現期を避けて，廣く一ケ年を通じて観測し，多くの
資料一一少くとも100乃至200時間以上に亘る一一を同…の観測者によって得
なければならない．
　爾者何れの場合でも，各回の観測が，出來得る限り等しい條件の下に行はれ
ることが要求される．後者の場合，このことは特に重要なととであって，異る
條件の下に行はれた結果を結合することは，統計的結果を著しく低下せしむる
dとになる．雲量や室の清澄度の外に，槻測時間や身心の朕態の如き内的條件
さへも顧慮することが望ましV・．観測覗野を一定にすることは重要なことであ
って，之が爲には，自爆車のリムの如き枠を使用して一三を限ることがよから
うと思ふ．帥ち直径60。～90。の八角をもつ圓形覗野間に見ゆるもの丈を封象
に置くことである．
　この外に，多入藪が，同一地鮎で，なるべく全天に見ゆる流星を見落さぬ様
に協同観測をする場合がある，
グワレ　プカウント
賊軍計理と呼ばれてみるもの
で，其の主な目的は，流星群
の出現頻度を調査することで
ある．叉この方法によって或
人数の一個人に封ずる槻測流
星藪の比が決定出來る．観測
者は圓形に布陣し，一人叉は
二人の記鋒係が中央に位置を
占めて結果を記すのである．
國民再校の兇童や中等學校の
生徒を用ぴて行ふのは，一つ
には科學に封ずる思慕を黒め，
一つには槻測態度の基礎を養
成するに意味が深V・．米のワ
イリ氏が提示した布陣の藪例
を右に示す．早撮黙の高度は
北極星の高さによって得られ
るが，腕を伸して手をひろげ
た時、小指から六指の先まで
の角度が2⑪。～22。になること
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上汁計籔をなすときの槻測者の酊列
角度は仰角を示す
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を利用してもよい．
　B，開田　録　観　…則
　これは，個々の流星について天室上の経路を星圖に記入し，出現時刻，纏績
時間，光度，速度，色，痕等の詳細なる記録をなし，流星自艦に關する諸研究
の資料を得る爲に行ふものである．帥ち，同時槻測による實経路の算出や，輻
射二二の決定，流星軌道の決定，光鯉化流星卿）移動三陸）興言＋醐殺等
の資料を得る爲のものである．
　先づ，夜の適當な時間を選んで，なるべく月のない晴夜，附近に燈火などの
ない丁場に槻測地黙を決定する．野晒時間は目的によって多少のちがびがある
が，多くの場合1～2時間孕適當とする・防寒具の用意は縄墾寸に必要であって・
魁へ夏の夜であ尻も液牛後はが型冷えるから・風邪を引醜い心掛力§
いる，又，夜露や霜を受けぬ爲，帽子をかぶらねばならない．
　さて観測者の準備すべきものは，正確な時計，閃光燈，鉛筆，物尺，記録用
紙，星野及びそれを載せる板叉は紙はさみ等である．擬勢者の椅子は45。位に
傾いた安物椅子が理想的であるが，板などを用ぴて適當に工夫したらよい．要
は槻二者が地準から天頂まで，過度の緊張なしに平鋼し得たら良V・のである・
又同時観測の場合や，輻射黙が天頂近くにある時は槻測を殆んど天頂附近に集
中せねばならぬことがある．この時は椅子をもつと倒すか，補助具を用ひて親
測を樂にする様にせねばならぬ．
　閃光燈は普通の懐中電燈を使用したらよい．時計面と記録用無と星圖が見得
る程度re　Vンズの後に赤紙を入れて遮光すればよい．筆者は印書紙の包み袋を
二枚合して用ぴることにしてみる．これをしないと燈光を消した時，眼がくら
んで，しばらく星が判然と見えぬからである．，
　物尺は流星の天室上の径路を前後に延長して正しい位置及方向を知る爲の道
具であっ七，川上に生路を記入する時にも入用であるから，ゼル・イド製で下
の紙がすいて見えるものの：方がよい．
　二塁用紙丁半圖は東亜天文協會で獲行されてるる標準のものを使用すべきで
ある．星圖は大同がすべて直線に引ける球心投影圖である．以下搬測すべき各
項目についてのべる．
　（イ）維路の記入　流星槻測中門：も重要のものであって，出料る丈け正確に
天三二に於ける流星の経路を見定めねばならぬ．この爲には天室上の星の配置
と，星此上の星の位置が，ピツタリと一つICなって擬測者の頭の中に入ってみ
なければならない．初歩の簡は，一個の流星を記入するにも，随分時間がカ・X
るが，落着V・て，充分位置を見定めて記入する様習慣づけねばならない．流星．
の多くを記入しようとしないで，一個だけでも．正確に記入するといふ事をねら
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びたい．二分でも三分でもかNつてやることである．麹測の當初には色や光度
や速度の見積りは少々間違っても，或は全然省くつもりで居ても，経路の正確
さをおろそかにしてはならない．
　今までの経験で見ると，初歩の観測者は経路を長く記入しすぎる傾向があ
る．輩に輻射黒占を決定する丈の目的ならば，経路の長矩は問題ではないが，槻
測といふ立場から正確を期さねばならぬ。特に同時観測では出現黒占と浩京職の
位置が最も重要でφる．一般にはまつ浩滅黙を正しく見定め（井然出現黒はり
は判然となるものであるから），見積つた経路の長さだけ逆の方向に：記入する
ととである．
　純路の方向は特に輻射黙の決定に重要であるので，天運上に経路を見定める
とき，物尺で其の：方向に當てて，双：方へ莚長して見て，通過する流星叉は恒星
間の比を目當てに記入することである．熟練によって方向に一度以上の誤差は
ない様になるものである．出現黙や清滅鮎の：方は，熱体した観測者でも2一一3ee
以内までに一致することは難かしい．
　星圖への記入が終ったら，その傍に番號を附する．各襯測毎に番號を改めて
書V・たらよい．猴流星中に痕の存するものは記入したる経路に印を附すがよく・
光度攣化の著しV・ものは，極大光度に遠したる位置に印を附すべきである．も
っとも，光度攣化の特異なものは別に：スケッチしてをくことが望ましい．（何れ
も筆者槻測の例を見よ）
　回路の屈曲V．faものも稀にあるが，これは見えた通りを記せばよい。
　（V　・）出現時刻　自分だけの軍猫襯測の場合は一分越の誤があっても問題で
なv・．経路の記入の終ったあとで，時計面を見て記入するのであるが，場合に
よっては全部の記録を終へたあとでもよV・。経路の記入に多くの時間を要した
ときは，その時間を推定して時計面を見た時の時刻から差引けばよい．
　しかし同時観測に於ては全然別である．二人（数人の場合もあるが）が見た
流星が同一であるか否かは，第一に時刻の一致といふ事が條件であるから，こ
の場合は，少くとも分a5十分の一まで，出來得れば秒の桁まで正しく記入する
ことが望ましい．これには助手があれば好都合だが，一人置観測をやるとなる
と一寸難かしい．しかしこれも熱無したものでは，経路記入の時聞がほとんど
一定するものであるから，時計さへ正確であれば，：先ずS～6秒以内程度の精
度を保ち得る．（つY⇔
　　　　　　　　　　　　人　事　消　息
　渡漫敏夫氏　今回，京都帝大講師を僻し東方文化學院京都研究所に入られた・
　山崎正光氏　水澤の緯度観測所技師であった同氏は，今回僻職して，東京の五
藤光學研究所に入所された．
